
子どもに寄り添い続けて四半世紀 鶴山塾25周年

TSUYAMA CITY
Public Relations Magazine

TSUYAMA CITY
Public Relations Magazine

広報つやまは、環境保護の
ため再生紙と大豆油インキ
を使用しています。読み終
えた後はリサイクル（雑誌)
にご協力ください
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走
る
曵
き
手
に
継
が
れ
る
歴
史

（
10
月
25
日
、
津
山
ま
つ
り
）

ひ

～ 宇田川榕菴蔵張込帳  ～

☆広報つやまはホームペ
　ージで閲覧できます。

　サンタさんの存在を信じている
のか、いないのか。これ見よがし
に子ども部屋にはり出されるサン
タさんへの手紙。しかもお願いす
るプレゼントがコロコロと変わっ
ていくのだからたまらな
い…。完全に子どもに遊
ばれているかもね。（和）

　５月号で紹介した川嶋絢さんが
10月に開催された「国際障害者ピ
アノフェスティバル」へ出場。川
嶋さんは「テクニカル賞」に輝き
ました。取材の時に聞か
せてもらったピアノの優
しい音色がカナダにも響
き渡ったのですね｡(＆）

　

今
年
の
ご
愛
読
に
感
謝
し
ま
す
。
来
年
は
皆

さ
ん
に
明
る
い
話
題
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。「
若
者
は
未
来
を
語
り
、
老
人
は
過
去

を
語
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
今
年
の
自
分
を
反
省
し

た
う
え
で
、
明
る
い
来
年
を
想

像（
創
造
）し
た
い
で
す
ね
。（
２
）
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新
聞
や
雑
誌
の
記
事
を
ノ
ー
ト
に
貼は

り
付
け
て
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
作
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
多
い
で
し
ょ

う
。
津
山
藩
の
洋
学
者
・
宇
田
川
榕
菴
も
、
そ
う
し
た
張

込
帳
を
作
っ
て
い
て
、
現
在
、
津
山
洋
学
資
料
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
宇
田
川
榕
菴
蔵
張
込
帳
」
は
、
長
さ
14
ｍ
も
の

和
紙
を
折
り
畳
ん
で
本
の
形
に
し
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

資
料
が
全
部
で
89
枚
も
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
点
一
点
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
手
紙
な
ど
の
日
常

的
な
も
の
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
き
付
け
、
植
物
図
、

大
砲
の
図
ま
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
中
に

は
た
く
さ
ん
の
印
影
を
集
め
た
珍
し
い
資
料
や
「
鞘さ

や

絵え

」

と
い
う
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
だ
ま
し
絵
、
榕
菴
が
尊
敬

し
て
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
師
・
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
肖

像
画
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
榕
菴
が
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
、
眺
め
て
い
る
と

興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
も
目
を
引
く
の
が
、
２
枚
に
分
け
ら
れ
た
大

き
な
樺か

ら
ふ
と太
の
地
図
で
す
。
も
と
も
と
は
１
枚
だ
っ
た
も
の

を
貼
り
付
け
ら
れ
な
い
の
で
２
枚
に
切
り
分
け
た
の
で
し

ょ
う
。
左
下
に
は
文
化
８
年
（
１
８
１
１
）
４
月
の
年
記

が
入
っ
て
い
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
樺
太
と
大
陸
の
間
に

海
峡
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
、
樺
太
は
長
い
間
半
島
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
文
化
５
年
（
１
８
０
８
）
に
幕
府
の
命
令
を
受
け

た
間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

が
調
査
を
行
い
、
初
め
て
大
陸
と
の
間
に
海

峡
を
発
見
し
、
島
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
林

蔵
は
こ
の
調
査
結
果
を
「
唐か

ら
ふ
と
し
ま
ず

太
嶋
図
」
と
い
う
地
図
に
ま

と
め
、
そ
れ
を
基
に
し
て
松ま

つ

前ま
え

奉
行
同ど

う

心し
ん

・
村
上
貞
助
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
数
種
類
の
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

張
込
帳
の
樺
太
図
は
、
実
は
こ
の
貞
助
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
見
つ
か
っ
て
い
る
ほ
か
の
ど
の
地
図
と
も
違
っ

て
お
り
、
林
蔵
の
樺
太
探
検
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
一
連
の

地
図
に
加
わ
る
１
枚
と
し
て
、
と
て
も
貴
重
な
資
料
な
の

で
す
。

　

榕
菴
が
い
つ
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
地
図

を
手
に
入
れ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
榕
菴
も
養
父
の

玄げ
ん
し
ん真
も
幕
府
の
蕃ば

ん

書し
ょ

和わ

解げ

御ご

用よ
う

を
務
め
て
い
て
、
多
く
の

洋
学
者
と
親
交
が
あ
っ
た
の
で
、
知
人
か
ら
譲
り
受
け
た

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

張
込
帳
は
、
榕
菴
の
好
奇
心
と
と
も
に
、
貼
り
付
け
ら

れ
た
資
料
の
背
景
か
ら
、
他
の
洋
学
者
た
ち
と
の
交
流
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。

▲｢宇田川榕菴蔵張込帳」の樺太地図〔部分〕(津山洋
学資料館所蔵）
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ごんご勝北

○新型インフルエンザワクチンの優先接種　３

◉特集

　子どもに寄り添い続けて四半世紀
　　　 　鶴山塾25周年　　4

○市政だより　　　　　　　　　　6
新クリーンセンターのごみ処理
方式・事業方式の決定

年末年始の公共サービス　　ほか

12月号

み　

つ
く
り 

げ
ん 　

ぽ

ば
ん
し
ょ
し
ら
べ
し
ょ

箕作阮甫

　

天
神
橋
交
差
点
を
北
に
行
き
、

旧
出
雲
街
道
を
西
に
曲
が
っ
て

し
ば
ら
く
行
く
と
「
箕
作
阮
甫

旧
宅
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

幕
末
の
開
国
時
に
大
活
躍
し
た

洋
学
者
・
箕
作
阮
甫
の
生
家
で

す
。

　

阮
甫
は
寛
政
11
年
（
１
７
９

９
）
９
月
７
日
に
生
ま
れ
、
文

化
９
年
（
１
８
１
２
）
戸
川
町

に
転
居
す
る
ま
で
の
14
年
に
わ

た
っ
て
、
幼
少
期
を
こ
の
家
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　

天
保
10
年
（
１
８
３
９
）、
阮

甫
は
幕
府
天
文
台
翻
訳
員
と
な

り
、
蘭
書
や
外
交
文
書
を
翻
訳
、

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
ア
メ

リ
カ
の
ペ
リ
ー
と
ロ
シ
ア
の
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
時
に
外
交

交
渉
に
尽
力
、
安
政
３
年
（
１

８
５
６
）
に
東
京
大
学
の
前
身

で
あ
る
蕃
書
調
所
の
教
授
を
拝

命
し
ま
し
た
。

　

阮
甫
の
生
家
は
昭
和
50
年
３

月
に
国
の
文
化
財
（
史
跡
）
に

指
定
さ
れ
、
翌
年
に
か
け
て
解

体
・
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
町
家
の
雰
囲
気
や
人
々
の
暮

ら
し
の
様
子
が
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
母
屋
や
勝
手
、
土
蔵
、

井
戸
な
ど
、
忠
実
に
復
元
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
土
蔵
内
に
は
、

阮
甫
の
業
績
や
年
譜
、
工
事
概

要
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
開
館
》
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
（
月
曜
日
休
館
）

《
入
館
料
》
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

文
化
振
興
課

　

3 
32‐
２
１
２
１

〜
箕
作
阮
甫
旧
宅
〜（
西
新
町
）

今月の
バス停

天神橋

にゆられて

津
山
の
偉
人
・
箕
作
阮
甫
の
生
家

ごんご加茂

ごんご久米

市内循環
ごんごバス

問い合わせ先　健康増進課（津山すこやか・こどもセンター）332-2069

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

3 2009.12

※基礎疾患を有する人とは？
　次の疾患・状態で入院中や通院中の人のことで、特に重症化のリスクが高い人として、一定の基準に
　該当すると医師が判断した人です
　○慢性呼吸器疾患　○慢性心疾患　○慢性腎疾患　　○慢性肝疾患　　○神経疾患・神経筋疾患
　○血液疾患　　　　○糖尿病　　　○疾患や治療に伴う免疫抑制状態　○小児科領域の慢性疾患

　新型インフルエンザワクチンは、11月中旬から妊婦と基礎疾患 を有する人（最優先）の接種が始まる
など、国が定めた優先接種対象者から順次接種されています。
　ワクチンの接種で新型インフルエンザの感染を完全に防止できるものではありませんが、重症化の防
止については一定の効果が期待できます。
　なお、接種後、はれたり、熱が出るなどの症状が見られる場合もあり、まれではありますが、重篤な
症状を引き起こす可能性もあります。この点をご理解のうえ、個人の判断により接種してください。

優先接種対象者と接種スケジュール（岡山県の場合） ◉医療機関に持参するもの

❶妊婦

❷基礎疾患を有する人（最優先）

❸基礎疾患を有する人（その他）

❹幼児（１歳～就学前）

❺小学1～3年生

❻1歳未満児などの保護者

❼小学4～6年生

❽中高校生に相当する年齢の人、65歳以上の高齢者

※

接 種 回 数
　　１歳から13歳未満までの人と中高校生に相当する年齢の人は、２回接種します。そのほかの優先接種
対象者については、原則１回接種となります。

接種医療機関
　　市や県のホームページで確認できます。優先接種対象者は対象の時期になったら、事前に医療機関に予
約をしてから受けてください。

接 種 費 用
　　全国一律で、１回目が3,600円、２回目が2,550円です。
　※ただし、２回目に１回目と異なる医療機関で接種する場合は、２回目も3,600円となります

公費助成
　　市では、優先接種対象者で市県民税非課税世帯や生活保護受給世帯の人に助成券を発行します。事前に
健康増進課または各支所市民生活課で申請してください。接種する医療機関で助成券を提示すると無料で
接種することができます。

新型インフルエンザワクチンの優先接種

①母子健康手帳

②③優先接種対象者証明書（かかり
　つけ医で発行）
　※かかりつけ医で接種する場合は不要

④母子健康手帳または各種健康保険
　被保険者証
⑤母子健康手帳または各種健康保険
　被保険者証
⑥母子健康手帳、各種健康保険被保
　険者証、住民票のいずれか
⑦各種健康保険被保険者証または住
　民票
⑧各種健康保険被保険者証、学生証、
　運転免許証、住民票のいずれか

※11月25日時点の情報であり、今後変更されることもあります

小学４年
生から中
学３年生
に相当す
る年齢の
人

中学生に相当する
年齢の人

ワクチン接種で残余
が生じた場合に対応
が可能な医療機関で
実施



継続的な
面接相談

面 接 相 談

小中学生の
通塾支援

訪問支援
関係機関
との連携
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鶴
山
塾
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
は
「
治
そ
う
と
す
る
よ
り
　

わ
か

ろ
う
と
せ
よ
」。
大
人
の
思
い
を
無
理

や
り
子
ど
も
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
、
し

っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
鶴

山
塾
の
支
援
は
始
ま
り
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
居
場
所
」
通
塾
支
援

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
小
中
学
生
の
た
め

に･･･

。
心
を
安
定
さ
せ
「
ホ
ッ
」
と
一

息
で
き
る
場
所
と
し
て･･･

。

　

大
人
や
友
だ
ち
と
の
人
間
関
係
を
学
び
、

学
習
に
取
り
組
み
、
生
活
や
体
験
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

 

相
談
員
と
の
信
頼
関
係

　

相
談
員
と
の
一
対
一
の
時
間
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
課
題
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。
こ
の
時

間
を
通
し
て
、
自
分
の

良
さ
や
弱
さ
に
目
が
向

い
て
い
き
ま
す
。「
自

分
を
知
る
」
こ
と
が
自

立
へ
の
一
歩
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

学
校
の
勉
強
か
ら
遅
れ
て
い
く
こ
と
が

気
に
な
る
子
も
多
い
の
で
、
学
校
と
も
連

携
し
、
個
人
に
合
っ
た
学
習
も
進
め
て
い

ま
す
。

 

生
活
の
一
部
を
と
も
に
す
る
こ
と

　
　
　
　

〜
台
所
の
あ
る
教
育
相
談
室
〜

　

鶴
山
塾
は
学
校
で
も
家
庭
で
も
な
い
中

間
的
な
場
所
で
す
。
で
き
る
限
り
家
庭
に

 

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

気
軽
に
相
談

　

学
校
の
こ
と
、
友
だ
ち
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
と
き･･･

。
先
生

や
家
の
人
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
言
え
な
い
と
き･･･

。
子
ど
も
の

こ
と
で
、
悩
み
や
不
安
が
解
消
で
き
な
い

と
き･･･

。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に

考
え
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

教
育
相
談
活
動

①
面
接
・
電
話
相
談

　

学
校
生
活
・
家
庭
生
活
・
社
会
生
活

に
お
け
る
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
保
護

者
に
対
し
て
、
面
接
相
談
・
電
話
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
（
対
象
は
お
お
む
ね

未
成
年
者
）。

相
談
日
　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

※

学
期
に
１
回
の
休
日
相
談
も
あ
り

　

ま
す

②
特
別
相
談

　

精
神
科
医
・
臨
床
心
理
士
・
学
識
経

験
者
に
よ
る
専

門
相
談
を
行
い

ま
す
。

（
予
約
要
）

③
継
続
支
援

　

面
接
相
談
後
、

小
中
学
生
の
通

塾
支
援
・
訪
問

支
援
・
継
続
面

接
や
関
係
機
関

と
の
連
携
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

継
続
支
援
は
、

子
ど
も
た
ち
の

状
況
に
よ
っ
て

対
応
方
法
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

 

学
校
や
関
係
機
関
と
の
連
携

　

学
校
や
関
係
機
関
と
情
報
交
換
や
支
援

会
議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に

合
っ
た
支
援
の
共
通
理
解
と
具
体
的
支
援

方
法
を
検
討
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
の
開
催
や
学
校
向
け
の

便
り
な
ど
で
、
子
ど
も
の
現
状
理
解
と
支

援
の
た
め
の
啓
発
も
し
て
い
ま
す
。

近
い
環
境
の
中
で
生
活
を
と
も
に
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
経
験
を
積
み
、
昼

食
を
み
ん
な
で
食
べ
た
り
、
会
話
を
楽
し

ん
だ
り
「
人
の
中
で
生
き
る
力
」
を
身
に

つ
け
ま
す
。

　

昼
食
作
り
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
し

て
い
る
と
、
そ
の
子
の
本
音
が
聞
け
た
り
、

家
庭
の
様
子
が
垣
間
見
え
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
本
人
が
話
さ
な
く
て
も
ほ
か
の
人

の
会
話
を
聞
い
た
り
、
や
り
取
り
を
肌
で

感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
成
長
し
て
い
く
う

え
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
す
。

 

体
験
活
動
の
重
要
性

　

鶴
山
塾
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
と
ま
り

木
」
の
力
を
借
り
て
、
多
く
の
体
験
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
の
中
で
は
、
農
園
作
業
や

ス
ポ
ー
ツ
、
季
節
行
事
な
ど
を
体
験
し
ま

す
。
五
感
を
働
か
せ
自
ら
体
を
動
か
す
こ

治
そ
う
と
す
る
よ
り

　
　
　
　

  

わ
か
ろ
う
と
せ
よ

　

鶴
山
塾
は
中
学
校
卒
業
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
支
援
を
必
要
と
し
な
く
な
る

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
長
く
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
緒
に
考
え
、
少
し
背
中
を
押
し
て
あ
げ
ら
れ
る
関
係
に･･･

。
自
分
自
身
で

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
力
を
手
に
入
れ
る
ま
で･･･

。

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
「
鶴
山
塾
」（
山
下
）
3 
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‐
２
５
２
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と
は
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
で

は
、
集
団
で
の
ル
ー
ル
や
そ
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

通
塾
支
援
　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
原
則
）

　鶴山塾は「台所のある教育相
談室」です。開塾当時に、塾の
昼食で使用する農産物を提供す
ることからかかわりが生まれま
した。今は子どもたちと一緒に
農園作業をしています。子ども
たちには、農園作業を通してさ
まざまな経験を積んでもらいた
いと思っています。
　楽しんで作業する子、見てい
るだけの子、学校では人と顔を
合わすのが苦手だけど熱心に野
菜の手入れをする子･･･、いろ
いろな子がいます。どの子にも
農園作業を通して、収穫の喜び
や労働の大変さ、みんなで協力
して作業することの喜びなどを
感じてもらいたいですね。

　小学２年からほとんど学校には行かず、引っ込み思案で人
見知りな子どもでした。鶴山塾には、中学１年の春から通う
ようになりました。最初は行くのが嫌でしたが、一度行って
みると意外と楽しくて毎日通うようになりました。
　塾でいろいろな人とふれあう中で、通う前と比べて明るく
なり、何事にも前向きに取り組めるようになりました。通い
始めた時はヒョロヒョロでしたが、スポーツや農園作業をし
ているうちに、体も心も大きくなることができたと思います。
　高校に行くようになってからも、鶴山塾は家からも学校か
らも近かったので、様子をよく見に行き、塾生たちが頑張っ

ている姿を見て勇気をもらいました。
　今でも機会があれば塾を訪れ、いろいろなことを報告しています。この夏休み
にも、来春の就職が決まったので報告に訪れました。職員やボランティアの皆さ
んには本当に良くしていただいて、今でも和気あいあいとなれる家族みたいな存
在です。

塾生のお母さん・Ｎさん
　中学１年の体育祭の後から、学校に行けなくなってしまいました。１～２カ月
間、家からも出られなくなったので、鶴山塾に相談し、週に１回通塾することか
ら始めました。中学３年になった現在、毎回通塾することができるようになり、
週１回ですが学校にも行けるようになりました。
　子どもにとって鶴山塾は、唯一自分らしくいられるところなんだと思います。
今では塾で行う農園作業やキャンプのことなどの楽しかったことを、家でイキイ
キと話してくれるようになりました。

　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
「
鶴
山
塾
」
は
昭
和
59
年
に
開
塾
し
、
今
年
で
満
25
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
塾
当
時
は
、
校
内
暴
力
や

登
校
拒
否
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
始
め
た
時
代
で
し
た
。
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
こ
こ
ろ

の
居
場
所
」
に
な
る
支
援
施
設
と
し
て
市
が
設
置
し
た
鶴
山
塾
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
や
学
校
へ
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
な
ど
が
ま
だ
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
画
期
的
・
先
進
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。
開
塾
当
時
か
ら
の

「
子
ど
も
た
ち
と
一
対
一
で
か
か
わ
る
こ
と
」「
生
活
を
と
も
に
し
、
人
と
人
と
の
輪
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
こ
と
」「
実
体

験
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
こ
と
」
と
い
う
基
本
姿
勢
は
、
今
も
変
わ
り
な
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
寄
り
添
い
続
け
て
四
半
世
紀 

鶴
山
塾
25
周
年

塾生ＯＢ
小川 達史さん
（岡山市）

特集

特集 子どもに寄り添い続けて四半世紀 鶴山塾25周年

ボランティア
「とまり木」
須江 寛臣さん
　　　（八出）
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会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
や
駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
な

ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・

車
輌
・
運
搬
具
・
工
具
・
備
品
な
ど
の
資

産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
資
産
に
つ
い
て
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
の
主
な
対
象
　

土
地
・
家
屋
以
外
で

所
得
税
法
に
基
づ
き
減
価
償
却
資
産
と

し
て
計
上
し
て
い
る
も
の
（
固
定
資
産

台
帳
・
減
価
償
却
明
細
書
）
か
ら
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
も
の
や
無
形
減
価
償
却
資
産
な
ど
を

除
い
た
も
の

申
告
方
法
　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
市
か
ら
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
同

封
さ
れ
る
「
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を

確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

締
め
切
り
　

２
月
１
日
㈪

　

申
告
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

申
告
し
な
い
で
い
る
と
、
法
令
に
よ
り
延

滞
金
や
加
算
金
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
新
規
事
業
者
で
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
償
却
資
産
申
告
の
内
容

に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
時
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

課
税
課
（
市
役
所
２
階

３
番
窓
口
）
3 

32-

２
０
１
７
　

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など)、ネッ
ト、フェンス、受変電設備、広告塔、看板、壁面文
字、浄化槽・管理設備、駐車場舗装・設備、外灯、
ルームエアコン、屋外の給排水設備、駐車装置、駐
車料金自動計算装置、舗装路面　など

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など)、受変
電設備、自家発電設備、広告塔、金属製品製造設備、
食品製造設備、旋盤、ボール盤、梱包機、工場等の
幹線動力設備、機械の給排水設備　など

ブルドーザ、パワーショベル、大型特殊自動車、発
電機、ランマ、タンパ、ロードローラ、パソコン、
コピー機、看板、舗装路面、応接セット　など

日除け、看板、広告塔、受変電設備、壁面文字、駐
車場舗装・設備、ルームエアコン、陳列棚、陳列ケ
ース、カウンター、テーブル、いす、厨房設備、冷
凍冷蔵庫、カラオケ機器、レジスター　など

受変電設備、広告塔、看板、壁面文字、サインポー
ル、浄化槽・管理設備、駐車場舗装、理美容いす、
ルームエアコン、医療機器（レントゲン装置、手術
機器、歯科診療ユニットファイバースコープ等)、
ガス（麻酔）設備、洗濯機、乾燥機、プレス機、ボ
イラー、ビニール梱包機　など

受変電設備、広告塔、看板、壁面文字、サインポー
ル、浄化槽・管理設備、地下タンク・設備、防火壁、
舗装路面、独立キャノピー、洗車機、ガソリン計量
器、防犯装置、コンプレッサー、旋盤、プレス、測
定工具、検査工具　など

ビニールハウス、果樹棚、ボイラー、搾乳機、自動
給餌機、パワーショベル、発電機、乾燥機、もみす
り機、米選機、林業用機械、林内作業車、チェーン
ソー、パソコン、保冷庫　など

不動産貸付、
賃貸マンショ
ン、アパート・
共同住宅、駐
車場業（貸付
を含む）

製造業、印刷
業、倉庫業、
卸売業

建設業、工事
請負業、建設
機械等リース
業

店舗・小売販
売業、料理飲
食業

理・美容業、
医（歯科）業、
クリーニング
業

ガソリンスタ
ンド、自動車
修理業

農業、林業、
酪農業

業　 種 主な償却資産の内容

問い合わせ先　こども課332-2065

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）申
告
の
お
知
ら
せ

お　詫　び
子育て応援特別手当（平成21年度版）の執行停止について

　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがございます。
　子育て応援特別手当（平成21年度版）に関しまして、その趣旨を活かしつつ、より充
実した新しい「子ども手当」の創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を
停止させていただくことといたしました。
　この子育て応援特別手当（平成21年度版）では、本年度において小学校就学前３年間
に属するお子様一人あたり、３万６千円を支給することとなっていました。
支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑をおかけいたしましたことを心
よりお詫び申し上げます。
　私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社会の構築に向けて、より一
層の努力を続けてまいる所存でございます。
　今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上げます。

平成21年10月15日
厚生労働大臣　長妻　昭

(厚生労働省ホームページから）

支給対象者のみなさまへ

　国の経済危機対策として「子育て応援特別手当（平成21年度版)」の支給が予定されていま
したが、このたび、国において事業の執行停止が決定されましたので、津山市においてもこの
手当を支給しないこととしました。
　大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解いただきますようお願いします。

子育て応援特別手当（平成21年度版）の執行停止について

　津山ブロックごみ処理広域化対策協議会（平成21年４月１日より津山圏域資
源循環施設組合）では、新クリーンセンターのごみ処理方式と事業方式につい
て、昨年10月に、専門家などによって構成される津山圏域クリーンセンター技
術審査委員会に対し諮問を行いました。｢安心・安全」であることはもちろん
のこと「環境保全性」｢エネルギーの有効利用性」などのさまざまな視点から、
８カ月間に６回の審議が重ねられ、６月23日に答申が行われました。
　この答申を受け、組合の執行機関である管理者会（構成市町長と津山市副市
長）では視察・検討を行い、10月28日に開催した管理者会において、ごみ処理
方式は「ストーカ・セメント原料化方式｣、事業方式は「DBO方式」を答申ど
おりに決定、11月９日に開催した組合議会全員協議会で報告しました。
　組合では、市民の皆さんに新クリーンセンター建設事業について知っていた
だくため、来年１月には合併前の旧市町村を単位として市民対象の説明会を開
催します。日程などについては新聞などでお知らせしますので、ぜひご参加く
ださい。
問い合わせ先　津山圏域資源循環施設組合332-7017

ごみ処理方式は「ストーカ・セメント原料化方式｣、事業方式は「DBО方式｣

《解説》
ストーカ・セメント原料化方式
　｢ストーカ」は、ごみの焼却方
式で、これまでの実績により安
全性・環境面における評価が高
く、建設費や維持管理費におけ
る経済性にも優れている。「セ
メント原料化」は焼却により発
生した灰をセメントの原料とし
て再利用するもの

DBO方式
　Design Build Operate（デザ
イン・ビルド・オペレート）の
略。公共が資金調達を負担し、
設計・建設、運営を民間に委託
する方式

事業者の

皆さんへ

　住宅ローン控除は、年末の住宅ローン残高に所定の率を掛けた金額（控除可能額）が、
所得税から控除されるというものですが、控除可能額が所得税額よりも多ければ、控除
の限度はその所得税額までとなります。この場合、控除しきれなかった分については、
住民税（所得割）から97,500円を限度に所定の額の控除を受けることができます。

①平成11～18年末までに入居した人
　平成22年度（平成21年中所得）からは、事業所からの給与支払報告書や税務署などへ提出された確定
申告書の内容から、市で住宅ローン控除額を算出しますので、市役所への申告は原則不要になります。
②平成19～20年末までに入居した人
　所得税において控除期間を15年に選択できる特例が設けられて
いるため、住民税の住宅ローン控除の対象にはなりません。
③平成21～25年末までに入居した人
　平成22年度（平成21年中所得）から新たに住民税の住宅ローン
控除が適用されることになりました。市役所への申告は不要です。

※所得税の住宅ローン控除の申告（年末調整や確定申告）について
は、これまでどおりの手続きが必要です。ご注意ください

問い合わせ先　課税課332-2015

新クリーンセンターのごみ処理方式・事業方式が決定されました

所得税額

住民税額

住 民 税
納付税額

住 民 税
住宅ローン
控 除 額

住 民 税
から控除
できる額

住 民 税
から控除
できる額

所　得　税
住宅ローン
控　除　額

住宅ローン
控除可能額

し
ゃ
り
ょ
う



★営業日内の数字は営業時間
☆期間前後の定休日にはご注意ください

…利用可

…休　み

…平常どおり

…直接搬入

年 末 年 始 の 公 共 サ ー ビ ス

整備作業のため使用不可

休

問 環境事業所322-8255
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渓流茶屋（阿波森林公園内）

市役所本庁、支所、倭文出張所
津山男女共同参画センター「さん・さん」

総合斎場、加茂町斎場
コミュニティセンター「あいあい」
リユースプラザ津山「くるくる」
津山市総合福祉会館
津山老人福祉センター

津山婦人青年の家
雇用労働センター、勤労者総合福祉センター

鶴山公園
衆楽園
グリーンヒルズ津山 リージョンセンター
グラスハウス　　　　プール
　　　　　　　　　　フィットネス
津山陸上競技場（主競技場は芝生改修工事のため使用不可)

津山総合体育館、津山東体育館、津山東武道場
アイスランド津山

津山スポーツセンターゴルフ練習場

めぐみ荘
ウッディハウス加茂
もえぎの里（あば交流館、あば温泉）

12　　月

28日
㈪

10：00～20：30

27日から　　　　休

休

休

休

休

29日
㈫

休
休

休
休

休
休

休

9：00～17：00

休
休

30日
㈬

11：00～18：00

休

31日
㈭

休

休

休 10：00～20：00 12：00～21：00

1　　月

1日
㈷

休
休

休
休
休
休
休

休
休

休

休

休
休

12：00～18：00

休

2日
㈯

11：00～18：00

9：00～17：00

8：00～18：00

3日
㈰

11：00～21：00

４日
㈪

10：00～20：30

10：00～21：00 10：00～21：00

ベルフォーレ津山

11：00～21：00

久米総合文化運動公園、市民温水プールレインボー 休 休

加茂町スポーツセンター、加茂町武道館、阿波グラウンド、阿波ふる
さとふれあい会館、勝北総合スポーツ公園 休

津山スポーツセンター（野球場・サッカー場) 整備作業のため使用不可
津山スポーツセンター（小野球場)
津山スポーツセンター（テニスコート）

東部運動公園、西部公園
中央公園グラウンド

城東むかし町家、作州城東屋敷 休 休
作州民芸館、城西浪漫館、箕作阮甫旧宅 休 休

歴史民俗資料館（加茂町、勝北、久米）
休 休津山郷土博物館、津山弥生の里文化財センター
休 休

勝北陶芸の里工房 休 休

津山文化センター 休 休
加茂町文化センター 休 休
勝北文化センター 休 休

休

ふれあいサロン 休 休

親子ひろば「すくすく」 休 休

可燃ごみ
（小桁焼却場）

不燃ごみ
（横山資源化センター）

資源ごみ
（横山資源化センター）

粗大ごみ
（小桁焼却場）

し　尿

12　　月

22日
㈫

午前中
直接搬
入のみ

午前中
直接搬
入のみ

直接搬
入のみ

直接搬
入のみ

午前中
直接搬
入のみ

休 休

23日
㈷

休

24日
㈭

★粗大ごみの年内戸別収集は12月18日㈮までに申し込む（直接搬入受付は12月26日㈯午前11時まで）
☆直接搬入時間は、午前8時15分～正午、午後1時～4時。12月26日㈯は午前11時まで
☆し尿収集申込先（予約要）㈱ハヤシ産業322-4556（年内収集受付は12月15日㈫まで）
　　　　　　　　　　　　　㈲県北衛生センター322-7851（年内収集受付は12月26日㈯午前中まで）
　　　　　　　　　　　　　㈲小松清掃社324-1881（年内収集受付は12月22日㈫まで）
☆青空リサイクルプラザ　　ハピーマート東一宮店駐車場　年内12月20日㈰まで　年明け1月17日㈰から
　　　　　　　　　　　　　カインズホーム津山店駐車場　年内12月12日㈯まで　年明け1月９日㈯から
　　　　　　　　　　　　　ウエストランド駐車場　年内12月27日㈰まで　年明け1月10日㈰から

25日
㈮

午前
のみ

一部午
前のみ

26日
㈯

27日
㈰

28日
㈪

休

29日
㈫

直接搬入のみ

直接搬入のみ

直接搬入のみ

30日
㈬

休

休

休

31日
㈭

1　　月

1日
㈷

休

2日
㈯

3日
㈰

4日
㈪

直接搬
入のみ

直接搬
入のみ

直接搬入のみ
（７日まで）

5日
㈫

休

休

津

山
★

問 阿波支所市民生活課332-7042

ご　み

し　尿 休 午前
のみ 休

休 休

☆し尿収集申込先（予約要)　㈲小松清掃社324-1881（年内収集受付は12月22日㈫まで)

休

休

阿
波

問 加茂支所市民生活課332-7032

ご　み

し　尿 休 午前
のみ 休

休 休

☆し尿収集申込先（予約要)　㈲小松清掃社324-1881（年内収集受付は12月22日㈫まで)

休

休

加
茂

直接搬入★ 休 休 休

問 久米支所市民生活課332-7012

ご　み

し　尿 休 午前
のみ

休

休

★直接搬入先　津山圏域西部衛生施設組合354-0572（午前8時30分～正午、午後1時～3時)
☆し尿収集申込先　㈱ハヤシ産業322-4556（年内収集受付は12月15日㈫まで）

休

　　　　　　　　　休

久

米

直接搬入★ 休 午前のみ 午前のみ休 休

問 勝北支所市民生活課332-7022

ご　み

し　尿 休 休

休休

★直接搬入先　津山圏域東部衛生施設組合336-2215（午前8時30分～正午、午後1時～3時)
☆し尿収集申込先　㈲勝央清掃329-1355（年内収集受付は12月24日㈭まで）

休

休

勝

北

年末・年始はごみが多く、ごみ置場があふれることが予想されます。決められた日に決められたものを出しましょう

休
文化展示ホール 休休

市関係施設
ごみ・し尿収集

休 休
休休 休
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20
世
紀
は
も
の
作
り
の
時
代
で
し

た
。
ト
ヨ
タ
、
ソ
ニ
ー
な
ど
日
本
は

世
界
に
冠
た
る
工
業
国
と
し
て
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

21
世
紀
は
観
光
の
時
代
で
す
。
昨

年
観
光
庁
が
発
足
し
「
住
ん
で
良
し
、

訪
れ
て
良
し
の
国
作
り
」
の
観
光
立

国
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
、
観
光
で
町
お
こ
し
と

い
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の

観
光
素
材
を
ど
う
生
か
し
て
発
信
で

き
る
か
が
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

津
山
の
観
光
素
材
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
、
春
の
鶴
山
の
桜
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
日
本
の
里
１
０
０
選
に
選
ば

れ
た
阿
波
地
区
、
津
山
の
機
関
庫
、

珈
琲
の
当
て
字
を
考
え
た
宇
田
川
榕

菴
な
ど
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
新
津
山

洋
学
資
料
館
、
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど

ん
等
々
、
素
材
は
十
分
で
す
。

　

前
原
国
土
交
通
大
臣
も
就
任
記
者

会
見
で
「
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
、

地
方
公
共
団
体
や
住
民
が
主
役
と
な

っ
た
観
光
政
策
を
支
援
す
る
な
ど
、

観
光
立
国
実
現
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
」
を
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
津
山
の
人
た
ち
が
自

ら
体
験
し
、
自
分
た
ち
自
身
で
感
じ

る
「
感
幸
」
へ
と
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
住
ん
で
良
し
の
津
山
は
、

世
界
中
の
人
々
が
訪
れ
て
良
し
の
津

山
で
す
。

　

観
光
（
感
幸
）
に
よ
り
「
し
あ
わ

せ
大
国 

つ
や
ま
」
に
な
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
　

克
之
輔

　

長
年
に
わ
た
り
旅
行
業
に
携
わ
っ
て

き
た
清
水
克
之
輔
さ
ん
か
ら
、
地
域
観

光
の
活
性
化
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

清
水
　

克
之
輔
さ
ん
（
埼
玉
県
）

株
式
会
社
朝
日
旅
行
　

常
勤
顧
問

　９月に津山慈
風会津山中央病
院が平成21年度
救急功労者表彰
｢総務大臣表彰｣
を県下で初めて
受賞しました。

　これは同病院が、資格取得の困難な
「気管挿管ができる救急救命士」の病院
実習を県内で先駆けて受け入れ、その後
も多数育成するなど、住民の救命率の向
上に尽力している功績が認められたもの
です。
　病院は「救急救命士の病院実習は患者
さんの協力があってこそ」と患者の皆さ
んの善意に感謝されていました。

  

観
光
か
ら
感
幸
へ
〜
「
地
域
主
権
の
観
光
立
国
」
〜

市政アドバイザーか
らの

総務大臣表彰を受賞
津山慈風会 津山中央病院

問い合わせ先　生涯学習課332-2118

とき　１月10日㈰　受付　午後０時30分～
　　　　　　　　　式典・アトラクション　午後１時～2時
ところ　津山総合体育館
対象　平成元年４月２日～２年４月１日生まれの人
※津山市に住民登録している人には、はがきで直接案内
　します。住民登録のない人も出席できますので、事前
　にお問い合わせください

　人口約７万人の米国ニューメキシコ州都・サンタフェ市。米国西部で最も重要な歴史都市といわれてお
り、芸術や観光、科学産業が盛んです。街には無数の美術工芸店や約200の画廊、そして８つの博物館が
あり「芸術の街」として有名です。
　サンタフェ市では、1610年にスペイン入植地の首都となってから400年になるのを記念して、今年から
記念イベントを次々に開催しています。
　津山市とサンタフェ市は、幅広い分野で交流を続けていくため、平成11年10月30日に友好交流都市確認
調印を行い、今年で確認調印10周年を迎えました。これを記念して、今年８月の地ビールフェスタではサ

ンタフェブースを設置。11月８日に行われ
た第14回つやまロボットコンテストでは、
パソコンや映像関係などのマルチメディア
を駆使し、サンタフェ市から書道ロボット

を遠隔操作したり、
サンタフェ市長と
津山市長がメッセ
ージを交換するな
どの記念セレモニ
ーを行いました。

問い合わせ先　協働推進課332-2032

平成11年　友好交流都市確認調印
平成16年　世界地方都市十字路会議 開催
平成17年　津山城築城400年記念事業「つやまお城ま

つり」にてサンタフェ市特産物テントを出店
平成21年　10周年記念事業

①８月　地ビールフェスタのサンタフェブ
ースにて、タコスや雑貨などの販売
②11月　ロボットコンテストにて遠隔操作、
両市長メッセージ交換ほか

※この間に訪問団派遣は４回、訪問団受け入れは5回

津山市とサンタフェ市　10年のあゆみ

◉しみず　かつのすけ　昭和22年津山市生まれ。津山高校、青山学院大学卒業。昭和51年朝日新聞事
業株式会社入社。朝日サンツアーズビジネス株式会社社長、株式会社朝日旅行常務取締役を経て現
職。海外渡航歴は150回以上

　11月初旬、各地で秋祭りが
開催されました。地域の伝統
文化の祭りや収穫祭などを楽
しみに、市内外からの大勢の
人でにぎわいました。

大
切
に
し
た
い

ふ
る
さ
と
の
祭
り

阿波支所 八幡神社花まつり(11月３日）

勝北支所 新野まつり(11月３日）

加茂支所 かも谷まつり(11月１日）

久米支所 久米ふるさとまつり(11月１日）

友好交流都市確認調印10周年

コ
ー
ヒ
ー

あ
ん

う
　

だ
　

が
わ 

よ
う
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“働く”経験　中学生、社会にデビュー

災害発生に備えて

洋学の歴史が漂う新しい空間

◀
米
澤
く
ん

▶
中
島
く
ん

　おやつやデザートに欠かせないケーキなどのお菓子。
そんなお菓子のお店『アンジェ』に上山さん、水島さ
ん、原田さんが体験に行きました。焼き上がったクッ
キーを袋に入れたり、カウンターでお菓子を販売した
り、初めての仕事に戸惑いながらも一生懸命頑張って
いました。
　｢お菓子が好きなのでこの職場を選びました。実際
にやってみると、お菓子作りは下準備が大変だという
ことが分かりました。でも、とても楽しいです」と語
ってくれました。

　岩手・宮城内陸地震などの教訓から、
山崎断層系を震源地とする大規模な地
震が発生したという想定で防災訓練が実施されました。
　自衛隊員による倒壊家屋からの被災者救出、医師会や消防・防災ヘリによる負傷者の救護・搬送、水道やガ
スなどのライフラインの確保などから、住民の地域防災・自主防災を重視した自主防災組織などによる初期消

火・避難誘導と、本番さながらの大掛かりな訓練に、
参加者たちはきびきびと取り組みました。
　町内会から参加した泉善夫さん（加茂町戸賀）は
「前回はバケツリレーに参加し、今回初めて『搬送』
を経験しました。毛布と竹で担架を作るところなど大
変参考になります」と実働訓練の大切さを語ってくれ
ました。

　６月と11月に分けて、市内８中学校の２年生約1,100人が、事業所な
どで職場体験をしました。社会の規範や礼儀、あいさつの大切さや基
本的マナーなどを肌で感じ、多くの人々とふれあうことは、学校では
得られない貴重な経験となったことでしょう。
　ご協力いただいた各事業所の皆さん、ありがとうございました。

　11月９～11日、北陵中学校の中島正寛くんと米澤直生くんが市役所
で職場体験をしました。２人は市民に行政の情報を伝えていく市の広
報の仕事を体験。同じく職場体験中の中学生を取材して、このページ
の記事を書いてくれました。

つやまっ子・デビュー14
６月、11月　市内全域

新津山洋学資料館内見会
10月31日～11月３日

　北陵中の生徒の中には通った人もいる城北保育園
に、長畑さん、岡田さん、芦田さん、小椋さん、太
田さんが体験に行きました。
　｢子どもたちと遊ぶのは楽しい」と、積極的に先
生の手伝いをしたり、園児たちと遊んだりしました。
　｢大変なことは？」と聞くと「いっぺんに話し掛
けられると困る」と笑顔で答えてくれ、園児からど
んぐりや折り紙のプレゼントをもらい、とてもうれ
しそうにしていました。

津山市総合防災訓練
11月15日　吉井川河川敷

　来年３月に開館する新津山洋学資料館。開館への期待が高まるなか、収蔵庫と展示室以外のエリアが市民
や観光客に広く公開されました。この間、新館内のGENPOホールでは津山ふるさと検定試験や第61回文化
講演会「宇田川家三代の学問－本草から博物学へ－」も行われました。
　象設計集団の富田玲子さんにより設計された建物は、五角形を主に構成された集合体で、建築素材も色使
いも多彩。「不連続統一体」という設計の考え方で造られた建物は、個性的な建物の集合体でありながら、

不思議と一体感が感じられ、その外観は違和感なく城東の町
並みのなかに溶け込んでいます。正式開館が
待ち遠しいですね。

スウィートファクトリー　アンジェ

城 北保育園

　障害のある人やおじいちゃん、おばあ
ちゃんの手助けをする仕事を体験した井
上さんと苫田さん。公民館で一緒に体操
やゲームをしたり、電話相談の話し相手
も経験させてもらっていました。
　この体験を生かして、これからも頑張
ってくださいね。

津 山市社会福祉協議会
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　９月に北九
州市で開催さ
れた「第10回
全国水墨研究
会合同展」に
おいて、吉門
佳子（雅号・
南窓）さんの
作品が審査員
から「古典的な題材を自分のものにし
ている」と評価され、最高賞の文部科
学大臣賞に選ばれました。
　同展には、北海道から沖縄まで全国
から約300点の作品が応募。吉門さん
の作品は梅の古木を描いた「早春に香
る」で、墨の濃淡のみで木肌を表現す
るとともに、筆の勢いと余白に工夫を
凝らしたそうです。

ふれあい交流館「しょっぷ・あつまぁれ」

溝曽路  賢
津山ひかり学園 ひかりの丘　　 

所長 さん

地域のみんな、あつまぁれ！

よし かど

「
語
り
」
を
通
し
て
伝
え
る
文
化

立
石　

憲
利
さ
ん
（
中
北
上
出
身
）

岡
山
民
俗
学
会
名
誉
理
事
長
・
日
本
民
話
の
会
運
営
委
員

　

長
年
住
ん
で
い
て
も
、
津
山
に

つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。「
広
報
つ
や
ま
」

で
い
ろ
い
ろ
と
分
か
り
、
と
て
も

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。（
上
横
野
・

女
性
）

　

「
広
報
つ
や
ま
」
を
読
む
と
、

市
政
の
状
況
な
ど
が
よ
く
理
解
で

き
ま
す
。
ま
た
「
け
い
じ
ば
ん
」

を
見
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。（
吉
見
・
女
性
）

　

い
つ
も
「
広
報
つ
や
ま
」
を
愛

読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
広
報
つ
や
ま
」
は
毎

月
10
日
に
発
行
し
、
市
の
新
し
い

政
策
や
旬
な
話
題
、
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
の
紹
介
な
ど
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

来
月
、
平
成
22
年
１
月
号
か
ら

は
表
紙
を
始
め
紙
面
全
体
の
デ
ザ

イ
ン
を
一
新
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
広
報
つ
や
ま
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
に
も
、
新
た

に
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
と
題
し
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
子
ど
も
向
け

の
講
座
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
、
津
山
の
古
写
真
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
な
ど
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
な
ど
の
情

報
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
「
け
い

じ
ば
ん
」
を
６
ペ
ー
ジ
に
増
や
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く

読
ん
で
い
た

だ
き
、
役
に

立
つ
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
広
報

つ
や
ま
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
長
公
室
3 

32

‐

２
０
２
９

ら
し
の
情
報

た
〜
く
さ
ん

  「
広
報
つ
や
ま
」

暮

「全国水墨研究会合同展」
文部科学大臣賞受賞

吉門　佳子さん（近長）

ところ　津山市押入955-1
営業時間　火～金曜日午前11時～午後２時
問い合わせ先　津山ひかり学園326-7525

　知的障害者通所作業所「津
山ひかり学園　ひかりの丘」
のふれあい交流館「しょっ
ぷ・あつまぁれ」がオープン
しました。

　｢ひかりの丘」通所者が作った手作りパンなど
を販売するほか、地域の交流の場になることを願
い「あつまぁれ」と名付けました。また「しょっ
ぷ」には「仕事場」という意味もあり、通所者の
働く場としての役割もあります。
　安全・おいしい・手作りをモットーに「ひかり
の丘」で通所者が作った菓子パンや食パンを始め、
クッキーやみそ、草木染め、さをり織りの小物な
どのほか、地域の農家に栽培してもらった新鮮な
野菜も販売しています。
　店内のテーブルやイス、庭の芝生などはすべて

通所者と保護者やボランティア、職員などで力を
合わせて作り上げました。休憩できるコーナーが
店内外にありますので、気軽に集ってもらい、通
所者との交流の中でいろいろな感想やアドバイス
などがもらえるようになればうれしいですね。
　将来的には「あつまぁれ」でパンを作り、軽食
喫茶ができるようにしたいです。パン作り教室な
ども開き、通所者と地域の人たちとの交流の輪を
広げていきたいですね。

なんそう

よし   こ

み　 ぞ　 ろ けん

※今回は13ページで紹介した中島くんと米澤くんの取材を基に編集しました

め
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
日
本
民
俗
学

を
確
立
し
た
柳
田
國
男
先
生
に
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
柳
田
先
生
は
朱
を

た
く
さ
ん
入
れ
て
送
り
返
し
て
き
て

く
れ
、
そ
れ
が
民
俗
や
民
話
を
研
究

す
る
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
全
国
で
収
集
し
た
民

話
は
約
７
千
話
。
近
く
で
は
旧
阿
波

村
や
鏡
野
町
、
奈
義
町
な
ど
の
民
話

を
収
集
し
て
い
ま
す
し
、
高
校
時
代

に
は
旧
久
米
町
の
大
井
西
村
や
宮
部

村
の
調
査
も
し
ま
し
た
。

「
語
り
」
の
す
ば
ら
し
さ
は
？

　
「
読
み
聞
か
せ
」
で
は
子
ど
も
た

ち
は
本
に
目
を
向
け
て
し
ま
い
ま
す
。

「
語
り
」
は
語
り
手
の
言
葉
や
手
振

り
身
振
り
、
表
情
な
ど
、
語
り
手
の

人
間
性
を
含
め
て
す
べ
て
で
聞
き
手

に
伝
え
、
聞
き
手
は
相
づ
ち
を
打
ち

な
が
ら
聞
き
ま
す
。
語
り
手
と
聞
き

手
で
あ
る
子
ど
も
に
双
方
向
の
関
係

が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
人
間
関

係
の
築
き
方
も
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

今
後
の
夢
は
？

　

収
集
し
た
民
話
な
ど
は
本
な
ど
に

し
て
現
在
１
９
６
点
出
版
し
て
い
ま

全
国
各
地
で
民
話
の
収
集
を
行
い

「
語
り
」
を
通
し
て
民
話
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
て
い
る
「
立
石
憲
利
お

じ
さ
ん
」。
市
立
図
書
館
に
講
演
に

来
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
取
材
し
ま
し
た
。

民
話
に
魅
か
れ
る
理
由
は
？

　

民
話
は
人
生
を
生
き
て
い
く
た
め

の
知
恵
の
宝
庫
で
す
。
単
に
話
が
面

白
い
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
な
っ
て

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に「
ハ
ッ
」

と
気
付
く
よ
う
な
深
い
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。

　

民
話
の
調
査
を
し
始
め
た
の
は
、

民
俗
学
を
研
究
し
て
い
た
高
校
の
先

生
の
影
響
で
し
た
。
高
校
３
年
の
時

に
民
俗
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

講
演
会
で
最
初
は
ぐ
ず
っ
て
い
た
幼

児
が
だ
ん
だ
ん
と
「
立
石
お
じ
さ
ん

の
語
り
」
に
夢
中
に
な
り
、
あ
ち
こ

ち
で
笑
い
も
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
語
り
の
中
に
、
民

話
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

す
が
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
旧
久
米
町

の
も
の
で
も
、
何
十
年
も
前
に
テ
ー

プ
で
記
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
元
気
な
う
ち
に
ま
と
め
、
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
で
語
り
手
育
成

の
講
座
を
開
い
て
お
り
、
修
了
生
の

う
ち
で
「
語
り
」
を
行
っ
て
い
る
人

は
現
在
約
百
人
い
ま
す
。
県
内
の
小

学
校
１
校
当
た
り
に
１
人
の
語
り
手

が
で
き
る
よ
う
に
語
り
手
育
成
を
頑

張
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
民
話
を
子

ど
も
た
ち
に
肉
声
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

長
年
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
民
話

は
日
本
の
貴
重
な
文
化
で
す
。
そ
の

貴
重
な
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
こ
そ
、
わ
た
し
の
夢
で
す
ね
。

▲弥生小学校で民話を語る立石憲利おじさん



応募方法

問

締め切り

当選者

　

　　　　
①答え②記事の感想や市政へのご意見③
正解者の中から抽選で５人に当たるⒶ～Ⓒ
の記念品の中から１つを書いてください。

　
　

　

イベント☆募集☆お知らせ

（鉛筆は不可）

あて先は見本
のとおりに書
くだけでＯＫ

●必ずはがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年
齢）を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品
を贈呈します●希望者には作品を返却します

28
（応募42人、正解41人）

沼本義枝さん、杉山純子さん、
深澤麻衣子さん、岡西満子さん、
竹成道子さん

１月８日（金）当日消印有効
当選者は２月号で発表

10月号の正解

市役所へのお便りは…

　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2009.12 1617 2009.12

今年で25周年を迎えた教育相
談センター「○○塾」
○に入る漢字２文字は？ 

▼

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
時
男

（
小
学
４
年
・
北
園
町
）

▼

江
見
　

文
生
（
吹
屋
町
）

▼

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ス
パ

（
16
歳
・
小
原
）

▼

松
本
　

里
梨

（
小
学
３
年
・
野
介
代
）

（敬称略）

記念品　Ⓐ図書カード　Ⓑグラスハウス無料
　入場券　Ⓒあば温泉無料入場券(２枚）

▲氏平　美香（小田中） ▲木元　まこ
　（小学２年・加茂町成安）

▼

宇
那
木　

節
子
（
沼
）

17 2009.12



19 2009.12 2009.12 18



21 2009.12 2009.12 20
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　呉服店を営んでいる友人から「売り上げが足り
ないので、名前だけ貸して」と頼まれ、クレジッ
ト契約書に署名しました。｢支払いは自分でするか
ら」と言っていたのに、１年後にクレジット会社
から請求が来るようになりました。
　その後、友人とは連絡が取れません。わたしが
支払わないといけないのでしょうか？

問い合わせ先　健康増進課3３２-２０69
　　　　　　　津山歯科医師会3２２-４０２１

　クレジットの名義を貸すということは、クレジッ
ト会社に対して自分が契約当事者として契約すると
いうことです。当然ながらその支払い義務は生じ、
名義を貸した本人がクレジット会社に対して支払い
をしなくてはなりません。
　親しい友人や親族、長年の取引先などから「絶対
迷惑は掛けないから名前だけ貸して」と頼まれるこ
とがあるかもしれませんが、名義貸しはあなた自身

の犯罪行為としてクレジット会社から
訴えられる場合もあります。安易に考えず、たと
え親しい間柄でも「名前を貸してほしい」と頼ま
れたら、はっきり断ることが大切です。
　また、名義貸しのほかに「クレジット会社から
電話がかかってきたら、何を聞かれても『はい』
と言って」と頼まれることもあります。買い物で
個別にクレジット契約が申し込まれた場合、クレ
ジット会社は契約当事者に電話を
かけ、契約の意思を確認します。
そのため「はい」と答えた場合に
は支払い義務が生じてしまいま
す。電話の内容をしっかり聞き、
おかしいと思えばはっきり「いい
え」と答えましょう。

　

　

　

通 信

問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
増
進
課
3 

32‐

２
０
６
９

困ったときの相談先　市民相談室332‐2057
土・日曜日は、県消費生活センター3086‐226‐0999

育育食食食食

　

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課
3 

32‐

２
０
５
１

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
地
球
温

暖
化
防
止
と
き
れ
い
な
空
を

守
る
の
じ
ゃ
！

い

※保存する場合は冷蔵
　庫に入れておき、早
　めに食べましょう

　

平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
を
契
機
と
し
て
、
12
月
を

「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
国
民
運
動
を
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
は
自
動
車
交
通
量
の
増
加
や
ビ
ル
・
家
庭
の
暖

房
に
よ
る
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏｘ
）
な
ど
の
排
出
で
、
大
気
汚

染
物
質
濃
度
が
よ
り
高
く
な
る
時
期
で
す
。

そ
の
た
め
、
毎
年
「
大
気
汚
染
防
止
推
進

月
間
」
と
し
て
、
き
れ
い
な
空
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
目
指
そ
う

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と
し
て
、
暖
房
時
の
オ
フ
ィ
ス
の

室
温
を
20
℃
に
下
げ
ま
し
ょ
う
。
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
働
き

や
す
く
暖
か
い
、
格
好
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
と
名
付
け
て
普
及
、
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
な
ど
の
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
　

　

冬
に
空
気
が
汚
れ
る
原
因
の
一
つ
に
、
自
動
車
交
通
量
の
増

加
が
あ
り
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は

で
き
る
だ
け
自
転
車
で
出
掛
け
る
な

ど
、
移
動
時
に
は
自
転
車
や
公
共
交

通
機
関
の
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

暖
房
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う

　

過
度
の
暖
房
の
使
用
は
、
空
気
が

汚
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
暖
房
は

適
切
な
温
度
に
し
、
重
ね
着
な
ど
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　皆さんは毎食後、歯磨きをしていますか？
　　　　お口の健康は、全身の健康状態にも大きく影響します。しかし、
　　　　食後の歯磨き（１日２回以上）をする人や歯科で年１回以上、
定期受診する人の割合は低く、特に男性において低い傾向にあります。
　今回は津山歯科医師会より「歯周病と全身疾患」についてお知らせし
ます。
歯周病とは？
　成人のうち約80％の人がかかっているといわれています。歯肉の出血
・腫れや歯がグラグラするなどの症状があります。
歯周病にかかると、どんな影響があるの？
　動脈硬化や心臓病、誤嚥性肺炎、糖尿病になりやすく、全身の病気に
深く関係しています。また、早期低体重児出産の確率が高まるともいわ
れています。
　また、歯と歯肉の間にできる溝である歯肉ポケットには歯周病菌が多
く存在し、その菌や菌由来の毒素が血液の中に入り込み、血流とともに
全身に運ばれてさまざまな病気の原因となります。特に、歯周病と肥満
・糖尿病の関係は詳しく研究されており、相互に悪影響を及ぼし合い症
状を悪化させることが明らかになっています。
歯周病の予防のためには、何をすればいいの？
　歯周病は自覚症状のないまま進行していく生活
習慣病です。お口のことも全身の健康管理と位置
付けて、症状のない人も歯科健診を受け、口腔清
掃や歯磨き指導を受けることをお勧めします。

～ お口の健康、大切です！～

ただの歯
周病と

あなどる
なかれ

Vol.24
毎
月
19
日
は
食
育
の
日

12
月
は「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」で
す

行事食や伝統料理を楽しみましょう 　

日
本
は
四
季
折
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
に
恵
ま
れ
、
長
い
年
月
を
経
て

地
域
の
伝
統
的
な
行
事
や
気
候
風
土
と
結
び
つ
い
た
食
文
化
が
形
成
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
お
正
月
や
節
分
、
ひ
な
祭
り
、
こ
ど
も
の
日
な
ど
の
行
事

に
ち
な
ん
で
食
べ
る
行
事
食
に
は
、
自
然
の
恵
み
や
先
祖
へ
の
感
謝
、
子

ど
も
の
成
長
を
祝
う
気
持
ち
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
行
事
食
は
形
を
変
え
、
簡
略
化
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
改
め
て
行
事
食
を
見
直
し
、
行
事
食
を
通
し
て
「
食
」
を
考
え

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
食
体
験
を
育
み
、
心
の
成
長
を
促
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
行
事
食
や
伝
統
料
理
を
作
っ
て
み

て
、
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
食
文
化
を
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
お
節
料
理
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
や
食
材

に
豊
作
や
家
族
の
健
康
な
ど
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

伝
統
的
な
お
節
料
理
を
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【材料（８人分)】
リンゴ…１個
サツマイモ…300ｇ
砂糖…大さじ３

【作り方】
①リンゴは皮をむき、薄いいちょう切りにし、砂
糖大さじ１を加えて水分がなくなるまで煮る

②サツマイモは厚めに皮をむき、１㎝厚さの輪切
りにして10分ほど水にさらし、軟らかく煮て、
熱いうちにつぶす

③②に砂糖大さじ２を加えて混ぜ、水100㏄を加
えてなめらかになるように練り混ぜ、ひと煮立
ちしたら火を止め①を加えて混ぜる

【材料（８人分)】
ごまめ…50ｇ 
好みのナッツ…50ｇ 
調味料（砂糖……大さじ２
みりん……大さじ２
しょうゆ…小さじ２)

【作り方】
①フライパンでごまめ、粗く
刻んだナッツを別々に空炒
りし、取り出す

②フライパンに調味料を入れ
て半量になるまで煮詰め①
を加えて手早くからめる

エネルギー 78kcal、
カルシウム 165mg、塩分 0.4g

エネルギー 74kcal、
食物繊維 1.2g、塩分 0g

リンゴきんとん

田 作 り

１人分の栄養価 １人分の栄養価

ナッツ入り

リンゴの酸味が
サッパリとして
　おいしいよ

ご　えん

くう

ナッツを
入れると
ごまめの苦さが
やわらいで、
食べやすく
　  なるよ



こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

郷
土
の
本

3
2
4
 - 
2
9
1
9

※
す
べ
て
無
料
で
す

土
曜

日
お
楽
し
み
会
30
日
㈯

10：
00
～
12：
00

ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

講
師
：
野
上
照
子
さ
ん
（
ご
ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）

日
曜

え
ほ
ん
の
じ
か
ん
24
日
㈰

15：
30
～
16：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

大
き
い
子
の

お
は
な
し
の
時
間

｢お
っ
は
な
し
会
」
に
よ
る
少
し
長
い
話
の
絵
本
や
物
語
な
ど

の
読
み
聞
か
せ

９
日
㈯

15：
00
～
15：
30

お
は
な
し
会
21
日
㈭

11：
00
～
11：
30

｢あ
い
あ
い
ス
マ
イ
ル
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

遊
び
な
ど

え
ほ
ん
の
じ
か
ん
毎
週
水
曜
日

15：
30
～
16：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な
折
り
紙

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

講
演

会
17
日
㈰

14：
00
～
15：
30

未
来
を
開
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
講
師
：
中
川
真
弓
さ
ん

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

木
曜
ビ
デ
オ
館
毎
週
木
曜
日

14：
30
～

７
日
＝
｢伊
勢
神
宮
～
生
命
の
森
～
｣、
14
日
＝
｢ハ
レ
ル

ヤ
｣、
21
日
＝
｢リ
リ
ー
・
マ
ル
レ
ー
ン
｣、
28
日
＝
｢シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
全
集
第
12
巻
」

小
さ
な
子
ど
も
の

え
ほ
ん
の
じ
か
ん

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

毎
週
水
曜
日

10：
30
～
11：
00

フ
ァミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

冬
休
み
映
画
会
②
５
日
㈫

14：
30
～
15：
45

｢で
ん
じ
ろ
う
先
生
の
日
曜
実
験
室
　
ラ
ブ
ラ
ボ
第
１
巻
」

休
館
日
：
１
日
(祝
）、
26
日
(火
)

☆
気
が
つ
け
ば
カ
ラ
ス
／
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作
／
佼
成
出
版
社

☆
エ
ド
ウ
ィ
－
ナ
／
モ
ー
・
ウ
ィ
レ
ム
ズ
作
／
光
村
教
育
図
書

☆
知
ろ
う
！
防
ご
う
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
１
／
田
代
真
人
監
修
／
岩
崎
書
店

☆
な
で
し
こ
御
用
帖
／
宇
江
佐
真
理
著
／
集
英
社

☆
モ
ノ
の
呼
び
名
事
典
／
G
RO
U
P2
1編
／
日
東
書
院
本
社

☆
す
て
き
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
作
り
方
／
文
化
出
版
局
編
／
文
化
出
版
局

☆
古
い
津
山
の
写
真
展
／
津
山
郷
土
博
物
館
著
／
津
山
郷
土
博
物
館

☆
彩
華
来
迎
花
浄
土
之
図
／
上
田
幸
子
著
／
上
田
幸
子

と
こ
ろ
　
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

生
後
３
～
90
カ
月

未
満
の
子
ど
も

日

19
日
㈫
～
22
日
㈮

受
付
時
間

13
: 3
0

～
14
: 2
0

対
　
　
象ポ
リ
オ
予
防
接
種

妊
婦
歯
科
検
診

内
　
容
　
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯

　
　
　
　
垢
の
染
め
出
し
（
希
望
者
)、
カ
リ
オ
ス

　
　
　
　
タ
ッ
ト
（
口
の
中
の
状
態
を
知
る
検
査
）

定
　
員
　
18
人
（
予
約
要
、
先
着
順
）

17
日
㈰

9:
00
～
12
: 0
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー（
沼
）

と
　
　
き

中
央
児
童
館
・
ワ
イ
ワ
イ
児
童
館

　
１
日
㈷
～
４
日
㈪
、
11
日
㈷
、
12
日
㈫
、
17
日
㈰
、
25
日
㈪

ぐ
り
む
児
童
館

　
１
日
㈷
～
４
日
㈪
、
11
日
㈷
、
12
日
㈫
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

※
阿
波
児
童
館
の
開
館
は
、
月
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時
、
水
曜
日

　
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
阿
波
）

休　 館　 日

3
4
2
 - 
7
0
3
2

3
3
6
 - 
8
6
2
2

3
5
7
 - 
3
4
4
4

新
し
く
は
い
っ
た
本

●
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
・
問
い
合
わ
せ
）
が
で
き
ま
す

　
ht
tp
:/
/t
su
ya
m
al
ib
.t
vt
.n
e.
jp
/

10
日
㈰
 1
4：
00
～
15：
30

｢手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
ほ
か

と
こ
ろ
：
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

新
春
映
画
会

18
日
㈪

9:
00
～
16
: 0
0

い
っ
し
ょ
に
あ
そ

ぼ
！
0
.1
.２
.３
20
日
㈬
 1
0：
30
～
11：
30

｢た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
に
よ
る
手
遊
び
、
折
り
紙
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
　
対
象
：
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

ク
ラ
フ
ト

小
物
入
れ
作
り
24
日
㈰
 1
3：
30
～
15：
30

講
師
：
清
水
裕
美
子
さ
ん
　
定
員
：
10
人
　
受
付
：

５
日
㈫
～
(先
着
順
）

18
日

（
月
）

12
日

（
火
）

14
日

（
木
）

15
日

（
金
）

22
日

（
金
）

25
日

（
月
）

27
日

（
水
）

19
日

（
火
）

20
日

（
水
）

21
日

（
木
）

お
は
な
し
タ
イ
ム
17
日
㈰
 1
1：
00
～
11：
30

長
め
の
お
話
と
折
り
紙
な
ど

え
ほ
ん
タ
イ
ム
14
日
㈭
 1
1：
00
～
11：
30

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

31
日
㈰
 1
0：
30
～
11：
00

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な
工
作

お
は
な
し
会

３
館
の
休
館
日
：
１
日
(祝
)～
４
日
(月
）、
11
日
(祝
）、
18
日
(月
）、
25
日
(月
）、
26
日
(火
）

久
米
図
書
館
館
内
特
別
整
理
期
間
：
27
日
(水
）、
28
日
(木
）

「
愛
の
献
血
」
に
ご
協
力
を

☆
献
血
会
場
で
は
、
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
相
談

　
も
行
い
ま
す

　
(1
0: 0
0～
11
: 30
, 1
3: 0
0～
15
: 00
）

22
日
㈮

10
: 0
0～
11
: 3
0

12
: 3
0～
15
: 3
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

と
　
　
き

骨
密
度
測
定

対
　
象
　
市
内
に
在
住
の
20
～
80
歳
の
人
（
予
約

　
　
　
　
要
）

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー

と
　
　
き

元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

日
受
付
時
間

健
　
　
診

と
こ
ろ
　
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☆
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す

乳
児
健
診

１
歳
6カ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

12
日
㈫
、
13
日
㈬

５
日
㈫
、
６
日
㈬

26
日
㈫
、
27
日
㈬

13
:0
0

～
14
:0
0

17
日
㈰

9:
00
～
12
: 0
0

と
　
　
こ
　
　
ろ

津
山
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー（
沼
）

と
　
　
き

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
人
（
予
約
要
）

内
　
容
　
歯
科
検
診
、
歯
科
相
談

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
22
‐
40
21

高
齢
者
歯
科
相
談

１
歳
児
あ
つ
ま
れ
♪
８
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
：
１
歳
児
と
保
護
者

20
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
：
乳
児
（
１
歳
未
満
）
と
保
護
者
　
定
員
：

15
組
　
受
付
：
６
日
㈬
午
前
10
時
～（
先
着
順
)

赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
ぼ！

７
日
㈭
、
19
日
㈫
午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分

絵
本
タ
イ
ム

お
正
月
遊
び
を

し
よ

う
５
日
㈫
～
10
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
45
分

内
容
：
こ
ま
や
か
る
た
な
ど
の
お
正
月
遊
び

と
ん

ど
14
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

持
っ
て
く
る
も
の
：
お
正
月
の
お
飾
り
、
書
初
め

な
ど

ビ
ッ
ク
リ・
ド
ッ
キ

リ・
科
学
の
ふ
し
ぎ
23
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

内
容
：
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ゴ
ム
で
動
く
お
も

ち
ゃ
作
り
と
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
飛
行
機
作
り

た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

（
豆
ま
き
）

27
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
：
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

14
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

持
っ
て
く
る
も
の
：
お
正
月
の
お
飾
り
、
書
初
め

な
ど

と
ん

ど

18
日
㈪
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容
：
子
育
て
に
つ
い
て
の
話
　
対
象
：
乳
幼
児

(０
～
２
歳
）
と
保
護
者

親
子
で
遊
ぼ
う

23
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

講
師
：
田
中
一
夫
さ
ん

こ
ま
で
遊
ぼ
う

28
日
㈭
午
後
３
時
～
３
時
30
分

お
話
タ
イ
ム

昔
の
お
も
ち
ゃ

作
 り

８
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時

内
容
：
廃
材
を
利
用
し
て
こ
ま
や
け
ん
玉
な
ど
の

お
も
ち
ゃ
を
自
由
に
作
ろ
う

成
名
小
学
校
10
: 1
5～
11
: 0
0 
⇒
 清
泉
小
学
校
13
: 0
0～
13
: 4
0 
⇒
 大
崎
小
学
校

14
: 4
0～
16
: 0
0

と
き
わ
園
10
: 0
0～
10
: 3
0 
⇒
 高
野
公
民
館
11
: 0
0～
11
: 4
0 
⇒
 広
野
小
学
校
13
: 0
0

～
13
: 4
0  
⇒
 広
戸
小
学
校
14
: 4
0 ～
16
: 0
0

佐
良
山
小
学
校
10
: 0
0 ～
10
: 4
0  
⇒
 津
山
口
駅
前
11
: 0
0 ～
11
: 4
0  
⇒
 一
宮
小
学
校

12
: 4
0～
13
: 4
0 
⇒
 林
田
小
学
校
14
: 3
0～
16
: 0
0

高
倉
小
学
校
10
: 1
5 ～
10
: 4
5  
⇒
 市
役
所
本
庁
舎
12
: 0
0 ～
12
: 4
0  
⇒
 向
陽
小
学
校

13
: 0
0 ～
13
: 4
0  
⇒
 小
原
会
館
14
: 1
0 ～
14
: 5
0  
⇒
 院
庄
公
民
館
15
: 3
0 ～
16
: 3
0

秀
実
小
学
校
10
: 1
5～
11
: 0
0 
⇒
 中
正
小
学
校
13
: 0
0～
13
: 3
0

鶴
山
小
学
校
13
: 0
0～
14
: 0
0 
⇒
 塩
手
荘
15
: 0
0～
15
: 3
0

勝
加
茂
小
学
校
10
: 1
5～
11
: 0
0 
⇒
 新
野
小
学
校
13
: 0
0～
13
: 3
0

喬
松
小
学
校
10
: 1
5～
10
: 4
5 
⇒
 道
の
駅
「
久
米
の
里
」
11
: 1
5～
12
: 0
0 
⇒
 誠
道
小

学
校
13
: 0
0～
13
: 4
0 
⇒
 田
邑
公
民
館
15
: 0
0～
16
: 0
0

阿
波
小
学
校
10
: 2
5～
11
: 0
0 
⇒
 旧
Ｊ
Ａ
上
加
茂
11
: 2
0～
11
: 5
0 
⇒
 加
茂
小
学
校

13
: 0
0～
13
: 4
0 
⇒
 め
ぐ
み
荘
14
: 0
0～
15
: 0
0

北
小
学
校
10
: 0
0 ～
10
: 4
0  
⇒
 総
社
東
第
二
遊
園
地
11
: 1
0 ～
11
: 5
0  
⇒
 高
田
小
学
校

13
: 0
0～
13
: 3
0 
⇒
 河
辺
小
学
校
14
: 3
5～
16
: 0
0



月

1
月

～
20日
㈰
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
青
少
年
商
品
棚
デ
ザ
イ
ン
作
品
展
示
（
中
心
商
店
街
）

毎
週
水
曜
日
　
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10 :00～

16 :00）

毎
週
火
・
木
曜
日
鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,13 :30～

16 :30）

12

行
政
相
談
（
加
茂
支
所
,10：00～

15：00）
／
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
「
布

え
ほ
ん
｣（
市
立
図
書
館
,14：00～

）

行
政
相
談
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,10：00～

15：00）
／
鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴

山
塾
,14：00～

16：00）

人
権
・
行
政
・
民
生
合
同
相
談
（
勝
北
老
人
憩
い
の
家
,10：00～

15：00）

Le R
apport －

学
生
た
ち
の
ま
ち
な
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－
（
文
化
展
示
ホ
ー

ル
ほ
か
,10：00～

17：00,20日
16：00ま

で
）
／
志
茂
田
景
樹
さ
ん
講
演
会
（
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
津
山
,13：30～

15：00）

加
茂
の
朝
市
（
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,8：00～

）

作
州
津
山
宮
川
朝
市
（
宮
川
河
川
敷
,8 :00～

11 :00）
／
つ
や
ま
産
業
塾
市
民
公

開
講
座
（
津
山
国
際
ホ
テ
ル
,13 :30～

15 :00）

元
日
第
35回

元
旦
走
り
初
め
大
会
（
津
山
総
合
体
育
館
前
,受
付
8：20～

,ス
タ
ー
ト

10：00）

鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,13 :30～

15 :30）

官
公
庁
仕
事
始
め

女
性
と
子
ど
も
の
法
律
相
談
（
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
,13：30～

16：40）

法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
な
や
み
ご
と
相
談
所
」
(津
山
市
総
合
福
祉

会
館
,10：00～

15：00）

津
山
消
防
出
初
式
（
吉
井
川
河
川
敷
,10 :00～

）
／
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
新
春
餅
つ

き
大
会
（
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
,11 :00～

15 :00）
／
津
山
市
成
人
を
祝
う
会
（
津
山

総
合
体
育
館
,13 :00～

14 :00）

女
性
と
子
ど
も
の
悩
み
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：00）

天
皇
誕
生
日
　
作
州
津
山
宮
川
朝
市
～
正
月
用
品
特
別
市
～
（
宮
川
河
川
敷
,

8：00～
11：00）

／
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ヒ
ル
ズ
」
年
末
感
謝
祭
（
サ
ン

ヒ
ル
ズ
駐
車
場
,9：00～

17：00）

行
政
相
談
（
久
米
公
民
館
,10：00～

15：00）
／
女
性
と
子
ど
も
の
法
律
相
談
（
津

山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
,13：30～

16：40）

鶴
山
塾
特
別
相
談
（
鶴
山
塾
,10：00～

12：00）

官
公
庁
仕
事
納
め

　

成
人
の
日

女
性
と
子
ど
も
の
悩
み
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10：00～

15：00）

平
成
22年

合
同
無
料
相
談
会
（
市
役
所
２
階
大
会
議
室
,9：30～

16：00）
／
行
政

相
談
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,10：00～

15：00）

加
茂
の
朝
市
（
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,8：00～

）
／
第
30回

新
春
津
山
川
柳
大
会
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
,9：30～

16 :00）

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
６
期

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
　
　
 ７
期

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
　
  ４
期

国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
６
期

納
期
限
：
12月
25日
㈮

12月
の

納
税

行
政
相
談
（
加
茂
支
所
,10：00～

15：00）
／
人
権
・
行
政
・
民
生
合
同
相
談
（
久

米
公
民
館
,10：00～

15：00）

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
（
さ
ん
・
さ
ん
,10 :00～

15 :00）

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
津
山
オ
ー
プ
ン
（
津
山
陸
上
競
技
場
,２
月
21日

ま
で
)／
第
３
回

さ
わ
や
か
盆
栽
教
室
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
,10 :00～

12 :00）
／
フ
ァ
ミ
・
サ

ポ
 ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
リ
ハ
ー
サ
ル
室
,13 :30～

15 :00)

市
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
期

国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
 ７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
７
期

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）　
　
　
　
　
 ８
期

納
期
限
：
２
月
１
日
㈪

1
月
の

納
税


